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序．東館駅周辺整備計画について 
 

 この東館駅周辺整備計画（以下、「整備計画」という）は、「東館駅周辺整備構想／

平成 31 年３月」（以下、「整備構想」という）を受け、重点プロジェクトを中心とし

たより具体的な計画についてとりまとめたものである。 

ただし、整備構想の策定以降、大型台風による災害や新型コロナウィルスの発生な

どにより、全国及び矢祭町をとりまく社会状況は大きく変わることとなった。この整

備計画は、このような社会状況の変化を踏まえた上で、整備構想における個別の計画

に優先順位を付け、さらに今後の矢祭町をとりまく状況を睨みながら、段階的に実現

していくことを目標としてとりまとめたものである。 



2 
 

 

１．整備方針 
（１）整備構想における重点プロジェクトのレビュー 

●駅舎と公共施設等の合築整備プロジェクト                      

・施設の更新が望まれる公共施設や、まちの賑わいづくりに有効な施設の導入を目指す。 

・駅舎、中央公民館、トイレ、特産品販売所、まちの駅、教育委員会、商工会館などの

合築を想定する。 

●駅東西自由通路及び交通広場の整備                         

・東西自由通路及びバス転回場等を駅舎等の合築施設の配置と連動して整備する。 

●商業・業務地活性化プロジェクト                          

・空き地、空き家を活用した通路や交流施設の整備を検討、推進する。 

●運動・公園施設整備プロジェクト                          

・400ｍトラックを持つグラウンドやこどもの遊び場等の開放的な施設を想定する。 

・イベントの開催や駐車場としての活用等に対応できるような施設の規模、配置とする。 

  ●今後の課題                                    

〇構想の実現に向けた計画のステップアップの条件整理 

〇計画の前提条件の変化に対応した柔軟な見直し 

■東館駅周辺整備構想図 
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（２）整備計画の検討に向けて考慮すべき新たな条件 
①東製材所跡地の活用 

・昨年度、矢祭小学校の駐車場用地として東製材所用地（約 1,130 ㎡）を取得したが、

単なる駐車場としてのみではなく、新たな拠点として活用できる可能性がある。 

・このことから、当該用地についても整備計画の検討対象とする。 

 

②駅西側開発における水害に対する配慮 

・駅西側エリアについては、浸水区域であり、かつ昨年の台風 19号により甚大な浸水被

害を受けたことを考慮し、開発については慎重に検討する必要がある。 

 

■整備計画の検討に向けて考慮すべき新たな条件 

 

 

 

 

■東製材所跡地（町有地）の活用 

■駅西側開発における水害に対する配慮 
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■東館駅周辺航空写真（矢祭小学校着工以前） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スインピア矢祭

東舘診療所

もったいない図書館
中央公民館

矢祭小学校

東館駅

まちの駅やまつり

ユーパル矢祭

学校給食センター

山村開発センター

福島交通バス車庫

農家の店タカシン
コンビニ

矢祭観光タクシー

福島銀行

町役場

商工会館

白河信用金庫

元気118通り駐車場

矢祭郵便局

旧東舘診療所

町営駐車場

町有地（東製材所跡地）
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■町有地：東製材所跡地（約 1,130㎡） 

 

矢
祭
小
学
校 
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■東館駅周辺の浸水区域及び関岡地区の堤防計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■2019年 10月の台風 19号による被害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東館駅 

関岡地区堤防計画 

（約 10年後完成予定） 
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（３）駅周辺整備方針 

①施設整備の進め方 

・新たな条件を踏まえ、重点プロジェクトにおける個々の施設整備の進め方に関する考

え方について整理する。 

・本整備計画においては、下表において緊急性が高いと考えられる施設について、優先

的に整備計画の検討を行うこととする。 

・その他の施設については、国による久慈川の治水対策の状況や、新型コロナウィルス

による社会経済への影響などの状況を鑑み、慎重かつ段階的に検討していくこととす

る。 

■重点プロジェクトと各施設整備の優先順位の考え方 

重点プロジェクト 整備施設 整備の考え方 優先

順位 

駅舎と公共施設等

の合築整備プロジ

ェクト 

駅 舎 築 90年を経て老朽化が著しく、また簡易委託駅と

なっていることから駅舎内に余剰スペースもあ

る。このことから、町の顔としてその機能更新を

図ることが望ましい。 

〇 

中央公民館 老朽化が著しく、またエレベーターのない２階建

てであることから利便性が悪い状況にある。バリ

アフリー化された快適な施設に更新することが望

ましい。 

〇 

公衆トイレ 設備が古く、衛生面に問題があるためほとんど利

用されていない。駅利用者や来街者へのサービス

施設であることから、早急に更新する必要がある。 

〇 

運動・公園施設整備

プロジェクト 

運動公園 駅西側が浸水区域であることや、今後、関岡地区

の治水対策などを考慮し、整備規模や浸水対策に

ついて時間をかけて慎重に考えていく必要があ

る。 

△ 

駅東西自由通路及

び交通広場の整備 

東西自由通路 駅西側の整備と一体的に行うものであるため、運

動公園整備とあわせて検討していく必要がある。 

△ 

西口駅前広場 

アクセス道路 
△ 

東口駅前広場 広場の配置については駅舎との密接な関係がある

ことから、駅舎の更新とあわせて検討する必要が

ある。 

〇 

商業・業務地活性化

プロジェクト 

空き地・空き

店舗の活用 

中心商業地としての衰退が進んでいることから、

駅前整備とあわせ早急に商業の活性化に取り組ん

でいく必要がある。 

〇 

生活道路 整備構想で検討した３箇所の通路位置について、

今後の空き地・空き店舗の活用の方向性を見据え、

具体的な検討を進めていく必要がある。 

△ 

優先順位：〇高い、△慎重かつ段階的に検討する必要がある。 
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②駅周辺整備方針 

・前項の整理を踏まえ、東館駅周辺整備の方針を以下に整理する。 

 

■東館駅周辺整備方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動公園整備 

駅西側アクセス道路整備 

ユーパル矢祭 

スインピア 

中心商業地 

の再生 

東側駅前再整備 

もったいない図書館 

中央公民館建替 

東側中心市街地の整備 西側の開発整備 

【中長期目標】 

[概ね 10 年後以降の整備着手] 

【短期目標】 

[概ね 10 年以内の整備着手] 

商工会館 

町役場 

矢祭小学校 

国道 118 号 

西側駅前整備 

西側開発とユーパル矢祭 

スインピアとの空間連携 

●短期目標として、東側中心市街地の再整備を目指すこととする。 

●中長期目標として、西側の運動公園をはじめとした整備着手を目指すこととする。 

●駅東西の整備にあたっては、社会情勢や町をとりまく状況を踏まえながら検討を進める

こととし、必要に応じて整備方針を見直すこととする。 

国道 349 号 

町
道

８
号

 

町道４号線 

駅前から矢祭小学校

までの歩行動線整備 

国道から駅前への

回遊歩行動線整備 

町
道
３
９
号
線 

東西自由通路整備 
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２．整備計画案 
（１）駅舎再生計画 

①再生方針 

・現在の駅舎は町の顔として存在しているが、築 90年を経過しているため老朽化が著し

く、耐震性にも不安がある。 

・また建屋のうち事務室として使用しているのは約半分程度であり、その他は給湯室、

休憩室、風呂等の居住スペースとなっている。現状では簡易委託駅※であるため、風

呂や休憩室などの必要性はなく、管理者が一時的に在住できるスペースがあれば足り

るものである。 

・このことから、町の顔としての再生を図るべく建て替えを行うこととする。 

・建て替えとあわせ、同じく老朽化している公衆トイレの併設ならびに観光案内等の機

能の導入を図ることとする。 

※鉄道会社から市町村、農協、駅前商店、個人などに業務委託された駅。 

■東館駅構内図（出典：ＪＲホームページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■現駅舎の概略間取り（目測による再現） 

 

 

 

 

 

 

 
廊下

休憩室

ホーム

脱衣所・風呂

休憩室

〇

事務室

給湯室等

待合室
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■駅舎写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正面外観 

跨線橋から見た外観 
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ホーム北側外観 

ホーム南側外観 
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待合室 

出札窓口 
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事務室部分（床嵩上げ） 

給湯室等 
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脱衣所・風呂 

休憩室 
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②駅関連施設の現状 

・公衆トイレについては、外側及びホーム側から利用可能となっているが、設備として

は古く、衛生上の問題を抱えている。 

・タクシーの駐車場及び事務所はＪＲとの構内利用契約により設置されている。駐車枠

は移設可能であり、事務所については本社が近いことから必要性は低い。 

・公衆電話ボックスについては、通常時の需要は少ないと考えられるが、災害時など携

帯電話が不通となった場合を考慮すると必要性が考えられる。 

■関連施設の現状位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅舎 

タクシー駐車場 

タクシー事務所 

公衆トイレ 

ＪＲ軌道制御設備 

電話ＢＯＸ 
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■関連施設の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公衆トイレ及びタクシー駐車場及び事務所、公衆電話ボックス 

公衆トイレ外側出入口 公衆トイレホーム側出入口 

ＪＲ軌道制御設備室 
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③駅前駐車場の状況 

・駅前駐車場は約 60台収容可能であり、利用はかなり多い。 

・地下に防火水槽が敷設されていることに留意が必要である。 
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④自家用車送迎の状況 

・朝ピーク時における駅へのアクセスは、自家用車による送迎がほとんどである。 

・利用者の大部分は７:１５発の郡山行きに乗車しており、水戸方面は僅かである。 

・送迎の自家用車は、列車到着間際になると最大４～５台の同時集中がみられるが、特   

 に渋滞を起こすような状況はない。 

・路線バスには概ね学生が乗車しているが、駅で降りる人はほとんどいない。 

・自家用車送迎は列車到着直前に集中するため、バスとの錯綜はみられない。 

■朝ピーク時の交通手段別駅利用者数（2019年 6月 20日（木）調査） 

７
時
台 

バス 

（７：２７） 

自家用車 

送迎 
タクシー 徒 歩 

自家用車 

Ｐ＆Ｒ 
人数計 

０人 
２２台 ０台 

７人 １人 ３２人 
２４人 ０人 

８
時
台 

バス 

（８：２７） 

自家用車 

送迎 
タクシー 徒 歩 

自家用車 

Ｐ＆Ｒ 
人数計 

１人 
２台 １台 

０人 ０人 ４人 
２人 １人 

※Ｐ＆Ｒ（パーク＆ライド）：マイカーを駅前駐車場に停めて電車に乗っていく方法 

※列車ダイヤ：郡山行（７：１５）、水戸行（７：４１、８：４３） 
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⑤路線バスの動き 

・路線バスは、切り返す形で出入りしている。 

■路線バスの動き 
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⑥地権利関係 

・駅舎及びロータリースペースは、ＪＲの所有地となっている。 

■ＪＲ所有地の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ所有地 
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⑦まちの駅やまつりの概要 

・「まちの駅やまつり」は、町の情報発信拠点として存在しているが、駅から離れている

ことや、国道沿いにあることから事前に場所を把握していないと分かりにくい立地環

境にある。 

 

 

 

 

 

 

 東館駅 

まちの駅 
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⑧整備計画案 

・駅舎については２つの案を検討した。 

・駅の機能のみでなく、地域の交流拠点としての活用を考慮し、Ｂ案を推奨案とする。 

・あわせて、駅前広場についても整備を行うこととする。 

・計画の具現化にあたっては、ＪＲ及び福島交通との合意形成を図るものとする。特に

ロータリーについては、必要な用地（幅、奥行き）の確保が可能かどうか十分な精査

を要する。 

■駅舎及び駅前広場整備計画案概要 

 計画概要 

駅前広場 

・路線バスが切り返さずに旋回できるロータリーを整備する。 

・歩道の幅員は、バリアフリー法における通路の最低幅員である２ｍと

する。 

・ロータリーは５～６台の送迎車両に対応する※。 

 ※路線バスとダイヤと送迎の時間帯が異なるため、バスと自家用車が

干渉することはないと考える。 

・ロータリーは現在運行中の福島交通の中型バスの旋回に対応する。 

・タクシーの待機場はロータリー内に移設する。 

・タクシー事務所は撤去し、駅舎内にタクシー専用電話を設ける。 

・駅前駐車場は数台減少することとなるが、ロータリーからの出入口を

設ける。 

・駅舎新築に伴う合併処理浄化槽は、積載荷重がかからない場所に埋設

するものとする。 

・駅舎の前は、地域住民の憩いのためのスペースとする。 

・将来的な西側の開発を見据え、東西自由通路の設置スペースを想定し

ておく。また、東西自由通路と西側のホーム（郡山方面）を階段で連

絡し、西側からの鉄道利便性向上を図ることも検討課題としておく。 

町道 118号線 

・県道停車場線との交差部分の幅員が狭く（約 4.6ｍ）、自動車の相互通

行が困難であることから、ＪＲ所有地の一部（法面部分）を利用し、

約１ｍ程度の拡幅を行う。（幅員計約 5.6ｍ） 

駅  舎 

Ａ案 Ｂ案 

・平屋建て、面積約 130㎡ 

・トイレ及び「まちの駅」の機能

を併設する。 

・管理しやすいように駅事務室と

観光案内事務所を隣接させる。 

・駅舎の北側は、将来的に東西自

由通路が設置できるようにスペ

ースを空けておく。 

・平屋建て、面積約 180㎡ 

・Ａ案に加え、ギャラリーや多目的

スペースを設け、会議、物産販売

など様々な目的に利用できるよう

にする。 

・建物は、県産木材の使用や維持管理がしやすい構造とし、外観デザイ

ンについては、和風を基本としつつ駅周辺景観との調和に配慮する。 
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■Ａ案 

 

 

 

福島交通中型バス 

旋回軌跡（資料４参照） 

【配置図】 

【平面図】 

倉庫
駅事務室

観光案内

事務所

フリースペース

待合室

(15㎡) (15㎡) (29㎡)

ホーム

（検討課題）東西自

由通路と西側ホー

ムの階段連絡 
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■Ｂ案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配置図】 

【平面図】 

ホーム

観光案内

事務所ギ
ャ

ラ

リ
ー

(15㎡) (29㎡)

倉庫

(38㎡)

多目的スペース

(15㎡)

フリースペース

待合室
駅事務室

（検討課題）東西自

由通路と西側ホー

ムの階段連絡 

福島交通中型バス 

旋回軌跡（資料４参照） 
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■町道 118号線の拡幅イメージ（イメージのため実際の寸法とは異なる） 
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■駅舎内外のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギャラリー 観光案内 

フリースペース フリースペース 

多目的スペース 憩いスペース 



27 
 

 

■駅舎の外観イメージ案（大きさが比較的近い実例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和レトロ調（西桐生駅／上毛電気鉄道） 

和風（大鶴駅／ＪＲ九州） 

現代風（赤城駅／上毛電気鉄道） 
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■東館駅周辺の景観（例） 
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（２）中央公民館建替計画 
①現状の中央公民館施設概要 

・２階建ての中央公民館は築 50年を経過しており、老朽化が著しい。 

・年間利用者は約３万５千人（平成 26年度）あり、地域に欠かせない施設である。しか

し、会議室などの諸室は２階にあり、エレベーターがないことから利用者には不便を

強いている状況である。 

・また、併設する「もったいない図書館」では、交流イベント等において公民館の会議

室を利用している。 

■中央公民館及びもったいない図書館の概要 
施設名 延床面積 竣工年度 施設内容 

中央公民館 450.28㎡ S43 事務室、会議室、用務員室、調理室 等 

もったいない図書館 432.00㎡ S45 書籍展示コーナー、閲覧室、作業室 等 

展示ホール 65.52㎡ S59 図書館に併設 

閉架書庫 643.68㎡ H19 閉架書庫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もったいない図書館 中央公民館 

・展示ホールと通路は中央公民館の 

床面積に含まれている。 

・これらを除いた床面積は 356.85 ㎡

となる。 
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■中央公民館現況平面図（床面積 356.85㎡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主要諸室面積】 

事務室 調理実習室 資料・会議室 ロッカールーム 収納 

28㎡ 57㎡ 19㎡ 13㎡ 13㎡ 

男女便所計 男女更衣室 会議室１ 会議室２ 会議室３ 

13㎡ 3㎡ 57㎡ 39㎡ 57㎡ 

 

【２Ｆ】 

【１Ｆ】 
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■もったいない図書館の書架配置 
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②中央公民館の建替方針 

・施設規模及び施設内容は現状以上とする。ただし過剰な規模とならないよう配慮する。 

・１Ｆ部分に利用者のための諸室を配置する。 

・次頁に示す矢祭小学校の課題解消を図ることを考慮し、２Ｆ部分に児童クラブを配置

するとともに、中央公民館と矢祭小学校の利用を考慮した駐車場を確保する。 

・矢祭小学校との一体的連携を図るため、町有地（東製材所跡地）及びその周囲の土地

を活用して施設整備を図ることとする。 

・中央公民館の移転建替とあわせ、東館駅～矢祭小学校までを安全に連絡する歩行経路

の確保を行う。 

・現在の中央公民館を解体した跡地は、駐車場の増設や、もったいない図書館の増改築

などに活用するものとし、特に、公民館がなくなることに伴う図書館の機能拡充（エ

ントランスの改修、交流スペースの確保等）について検討を行うこととする。 

■中央公民館建替候補地 
記号 地 目 地 積 

Ａ 宅地（町有地） 1,130 ㎡ 

Ｂ 畑 661 ㎡ 

Ｃ 畑 507 ㎡ 

Ｄ 宅地 663 ㎡ 

計  2,961 ㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
Ｂ 

Ｃ Ｄ 

矢祭小 



33 
 

 

③矢祭小学校の課題 

・校内には児童クラブが設置されているが、スペース的に不足しており、250ｍ南側の山

村開発センターにも児童クラブを設けて２箇所で対応している。このため、児童の移

動や管理面などで不便を招いている。 

・町が取得した東製材所跡地は、矢祭小学校と国道 118 号を挟んで隣接しており、児童

クラブを新設するには適している。 

・また駐車場も 48台であり、行事などの際には不足する状況である。このため、駐車場

についても付近に増設することが望まれている。 

 

【矢祭小学校の児童数（2019年度）】 

１年生 31人 

130 人 

４年生 43人 

117 人 ２年生 51人 ５年生 36人 

３年生 48人 ６年生 38人 

総児童数 254人（うち特別支援学級７人） 

出典：学校教育情報サイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童クラブ 

東製材所跡地（町有地） 

国道 118号 

面積約 200㎡ 
駐車場 48台 
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④歩行経路計画案 

・駅前～中央公民館～矢祭小学校を安全に結ぶ歩行者経路については、以下の２つの経

路が考えられる。考察した結果として、経路１を推奨とする。 

  ■歩行経路案 
経 路 概 要 考 察 

経路 1 図書館南西側を経由す

る。 

個人所有地を一部買収することで安全な歩行経

路が確保できる。 

経路２ 

 

図書館東側及び国道 118

号を経由する。 

現中央公民館の解体とあわせて歩行者通路を整

備する。ただし図書館脇には受変電設備があるほ

か、途中の路地が狭いなどの問題がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受変電設備 

一部買収 

路地 

もったいない図書館西側 

矢祭小学校 

中央公民館建設候補地 
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⑤中央公民館建替計画案 

・本計画では、建替計画について２つの案を示すこととする。 

・これらの案は一つのイメージであり、詳細な建築計画は今後の具体検討段階で検討を

行うこととする。 

■中央公民館建替計画案概要 

計
画
条
件 

敷地面積 2,961㎡ 

法定建ぺい率 60％  最大建築面積 1,776㎡ 

法定容積率 200％   最大延床面積 5,922 ㎡ 

構造規模 鉄筋コンクリート造、地上２階建て 

１Ｆ施設 中央公民館 

２Ｆ施設 中央公民館（一部）、児童クラブ 

駐車場設置台数 50台程度（矢祭小学校と同等の台数（48 台）程度とする） 

計
画
案 

 Ａ案 Ｂ案 

計画主旨 ・矢祭小の利用も考慮し、国

道側に駐車場、奥に建物を

配置する。 

・敷地の北側は、駅前からの

歩行動線が確保できるよう

にスペースを空けておく。 

・建物が目立つように国道側  

 に配置し、裏側を駐車場とす

る。 

・敷地の北側は、駅前からの歩

行動線が確保できるようにス

ペースを空けておく。 

・１Ｆには公民館の主要機能である会議室等の日常的な利用諸

室を配置し、２Ｆには不定期に行う大きな集会にも対応可能

な大会議室を配置する。 

・２Ｆには児童クラブを設け、既存の矢祭小内施設の面積（約

200㎡）を目安に配置する。 

・これにより、児童クラブと駐車場の両面から矢祭小学校との

連携を図るものとする。 

・なお、２つの異なる機能を併設することから、設計において

は防音上の配慮を行うものとする。 

・屋外には遊具を配置し、児童が遊べるように配慮する。 

・外観デザインについては、駅舎と同様に周辺景観との調和に

配慮する。 

建築面積 599㎡（建ぺい率 20％） 546 ㎡（建ぺい率 18％） 

延床面積 1,031㎡（容積率 35％） 1,046 ㎡（容積率 35％） 

駐車場台数 55台 53台 
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■Ａ案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者動線 

【配置図】 

【平面図】 

１Ｆ ２Ｆ

会議室１

(60㎡)

和室 事務室

(45㎡)(30㎡)

ホール

UP

調理実習室

ＥＶ

会議室２会議室３

給
湯
室

和室 倉庫

(30㎡) (25㎡)

大会議室

UP

ＥＶ

(130㎡)

(60㎡)(60㎡)(60㎡) (240㎡)

児童クラブ

DN DN

吹抜

倉庫
(19㎡)

給湯室
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■Ｂ案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者動線 

【配置図】 

【平面図】 

(25㎡)給湯室

１Ｆ ２Ｆ

(60㎡) (60㎡) (60㎡)

倉庫

(25㎡)

(180㎡)

倉庫

ＥＶＥＶ

給湯室
調理実習室 会議室２ 会議室１

事務室

(42㎡)

和室

(36㎡)

和室

(36㎡)
倉庫

UP

吹抜

DN

UP

DN

ホール

大会議室

(114㎡)

児童クラブ
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■中央公民館外観参考イメージ 

 

【現代風イメージ例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レトロ風イメージ例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【和風イメージ例】 
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３．商業活性化計画 
（１）中心商業地の現状と課題 

・東館駅周辺の中心商業地（元気１１８
い っ ぱ い

通り）は、国道 118 号を軸に形成されている。 

・一部の店舗は地域の顔としてＩＴ情報にも取り上げられるなど精力的に営業活動を続

けているが、空き店舗も相当数あり、活気ある商店街とは言い難い状況にある。 

・国道を走るドライバー目線で見ても、この通りが商店街であることが認識しにくい。 

・来客用駐車場（元気 118 通り駐車場）についても国道側からは分かりにくく、利便性

が悪い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元気 118通り駐車場内看板 

元気 118通り役場前付近（国道 118号） 
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■空き店舗等の状況（目視による判断） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

⑧ 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 

⑧ 

⑪ 

② 
③ 
④ 

⑤ 

⑩ 

⑦ 

⑦ 

⑩ 

⑫ 

⑪ 

⑫ 

⑥ 

⑥ 

⑨ 

⑨ 
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■中心商業地を支えている商店（目視による判断:飲食・物販関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 

⑥ 

⑧ 

⑩ 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

③ ④ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑤ ⑦ 

⑨ 

⑪ 
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（２）生活道路整備の方向 
・整備構想において位置付けられた生活道路３ルートについては、今後、商業活性化方

策及び既存建物の状況とあわせて具体的に検討していくこととする。 

■整備構想における生活道路案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

町
道
１
１
８
号
線 

町道４号線 

スーパーフクモト 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
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（３）中心商業地の再生方向 
・中心商業地の再生方向について、以下のように整理する。ただしこれらは案であり、

今後、駅舎や中央公民館の再整備とあわせて、商店街としてできることを検討してい

くこととする。 

■中心商業地の再生方向（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のためのコンパ

クトな賑わいづくり  

駅周辺空き店舗

の活用 

再生目標 

 

来街者へのおもてな

しの強化 

●創業を目指す起業家と、後継者不

在の会社や個人事業主を引き合わ

せ、創業と事業引継ぎを支援 

 

方 策 

 

 

 

通過させない商店

街づくり 

 

 

わかりやすい商店

街への化粧直し 

●チャレンジショップとしての活用 

 

●地域住民の交流の場として活用 

（手芸、楽器、語学、子育て相談 等） 

 

●国道沿道への来客用駐車場案内

看板の設置 

 

 

具体案 

 

情報発信機能の

強化 

●各個店の表側のリニューアルとデザ

インの統一（支援制度の活用） 

 

●新駅舎内でのまちなか案内及び地

場産品のＰＲ強化 

 

●中心商業地マップの作成 

（駅における来街者への配布） 

（インターネット配信） 

 

●沿道へのバナー（旗）の設置等 

●のれん等の共通アイテムによる統一 

●駅前通りの賑わいづくり 

 

サービスの強化 

東館駅前整備とあわせた中心商業地の再生 

後継者人材バン

クの活用 

●小学生の学習の場としての活用 

（元教師によるボランティア塾など） 
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■具体案参考イメージ 

●後継者人材バンク（中小機構） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既存の制度を活用し、商店街の後継者確保に努める。 

・ただし、後継者が意欲を持てるよう商店街に魅力づけを行う必要がある。 
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●チャレンジショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既存の建物内を小分けにし、安い家賃で出店できるような取り組みを行う。 
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●ボランティア塾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●交流スペース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●中心商業地マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存の矢祭観光マップ 東館駅周辺のマップを作成 

・引退した元教員などが、矢祭小の児童に勉強を教える場を提供する。 

・地域住民が気軽に集まれ、交流の場となる空間を提供する。 

・東館駅を中心とした中心商業地の散策マップを作成し、情報発信する。 
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●各個店のデザイン統一 

 

＜外観の統一（時間と費用がかかる）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「のれん」による統一（比較的早く安価にできる）＞ 
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●バナー（旗）の設置による通りの一体感づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●国道沿道来客用駐車場案内板イメージ 

 

 

 

 

 

 

 
元気１１８通り 
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●駅前通りの賑わいづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・駅舎、ロータリー整備とあわせ、地権者の協力を賜りながら、駅前停車場線の沿道（民

地）を華やかなしつらえにすることで中心性を高め、町の魅力向上に努める。 

・例えば、建て替えを行う際には壁面を後退して人が溜まれるスペースを提供してもらっ

たり、住居は２階にして１階は店舗にするなど、有志を通じて地権者への働きかけを行

う。 

＜沿道（民地）の参考イメージ＞ 
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（４）商店街活性化のための支援制度 
 

①国の支援制度 

 

法 律 名 地域商店街活性化法 

所 管 部 署 経済産業省（中小企業庁） 

法律の目的 商店街が「地域コミュニティの担い手」として行う地域住民の生活の利便

を高める取組を支援することにより、地域と一体となったコミュニティづ

くりを促進し、商店街の活性化や商店街を担う人材対策の強化を推進する。 

 

○ソフト事業も含めた商店街活動への支援を強化 

○地域のニーズに沿った空き店舗利用を支援 

○商店街の意欲ある人材を育成・確保 

○関係省庁・地方公共団体と連携した支援 

 

制 度 概 要 商店街が、地域住民の生活利便の向上や住民間の交流などの地域住民のニ

ーズを踏まえて実施するソフト事業も含めた事業に対して、法律の認定に

基づき各種支援が行われる。商店街振興組合等は「商店街活性化事業計画

（計画期間３年程度）」を作成して法認定を受けると、補助金(中小商業活

力向上補助金)等による支援措置が講じられる。 

事業実施団体 商店街振興組合、事業協同組合、商工会 等 

支 援 策 ●補助金：補助率最大２／３ 

●税制措置：土地等譲渡所得の 1,500万円特別控除 

      （商店街内の遊休土地の譲渡を促進） 

●融資関連：市町村による高度化融資の新設、小規模企業設備導入無利子

貸付（貸付割合２／３） 

認定スキーム  
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■商店街活性化事業計画の事例 
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②福島県の支援制度 

 

制 度 名 活力ある商店街支援事業（空き店舗対策） 

所 管 部 署 福島県商業まちづくり課 

制度の目的 居住人口の減少、空き店舗の増加等により空洞化が進行している商店街の

活性化のため、各商店会等が実施する商店街の魅力向上を図る事業に対し

市町村を通して支援する。 

制 度 概 要 商店街の空き店舗について、店舗やその他商店街の魅力向上に寄与する施

設として活用する場合の賃借料を補助。 

※事前に作成する「空き店舗対策全体事業計画書」に基づき戦略的に実施される

事業であること。  

※この事業における「空き店舗」とは、原則として６ヶ月程度営業目的に利用さ

れていない、路面に面した１階の店舗をいう。  

※業種は原則として中小小売業とするが、商店街の組合等が必要と認めるサービ

ス業（理美容店、クリーニング店、飲食店等）も対象とする。  

※その他商店街の魅力向上に寄与する施設･･･映画館、美術館、博物館、ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝ

ﾄ施設、ｶﾙﾁｬｰｾﾝﾀｰ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ等 

事業実施団体 商店街振興組合、事業協同組合、任意商店会、商工会、商工会議所、街づ

くり会社、ＮＰＯ 

補助事業者 市町村（市町村を通しての間接補助事業） 

 

 

 

 

 

 

 

補 助 率 

 

市町村が同額以上の補助を行うことが条件 

 

 

 

 

 

 

県 内 事 例 ●会津若松市（空き店舗をカフェとショップの複合店舗に改修） 

●須賀川市（空き店舗をセレクトショップに改修） 

●白河市（空き店舗を指圧治療院に改修） 
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③町の支援制度 

 

制 度 名 矢祭町商店等改良支援事業 

所 管 部 署 事業課産業グループ 

制度の目的 商店主等が行う店舗等の改良を支援することにより、当該商店等の集客力

の向上を図るとともに、町民の消費活動を促し、地域経済の活性化を図る。 

補助事業者 町内に住所を有する個人又は町内に事業所を有する法人 

補 助 率 

 

町内施工業者が行う工事代金が 50万円（税込）以上の工事について、10％

かつ 20万円以内 

申 請 件 数 

(令和２年９月末

現在) 

平成 28年度 ５件 

平成 29年度 ２件 

平成 30年度 ２件 

令和 元年度 ０件 

令和 ２年度  ０件  計９件 

 

制 度 名 矢祭町商工業経営合理化資金制度 

所 管 部 署 事業課産業グループ 

制度の目的 町内の小規模商工業者を対象に、経営合理化（運転資金・設備資金）に必

要な資金を低金利で融資 

補助事業者 矢祭町に 1年以上居住し、同一事業を 1年以上営み、町税を完納している

商工業者 

融 資 概 要 貸付限度額 500万円 

償還期間５年以内 

申 請 件 数 

(令和２年９月末

現在) 

平成 13年度 10件    

平成 15年度 ８件    

平成 16年度 １件 

平成 17年度 ３件 

平成 18年度 ４件 

平成 19年度 10件 

平成 20年度 ２件 

平成 22年度 ３件 

平成 27年度 １件 

平成 28年度 ３件 

平成 29年度 ２件 

令和 元年度 １件 

令和 ２年度 １件   計 49件 
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（５）商業活性化実現へ向けた取り組み方向（案） 
 

●話し合いの場づくり                                 

・「地域おこし協力隊」をはじめとした若い人たちを中心とし、定期的（例えば月１回など）

に集まり、情報交換を行う。 

・協力隊がこれまで行ってきた取り組みやイ

ベントのレビューなども行う。 

・開催日時を広報で公表し、参加したい一般

町民にも数人程度参加してもらう。 

・目標時期（いつまでに何を実現するか）を

設定し、それに向けた話し合いを行う。 

・話し合った結果については広報に掲載し、

広く町民に周知する。 

 

●オンラインを活用した情報網の拡大や若い人材の発掘                    

・矢祭町における「地域おこし協力隊」と同じように地域おこし活動を行っている若い団体  

 とのオンラインネットワークを広げ、矢祭町、東館駅周辺に関する活性化のためのアイデ

アを募ったり、矢祭町で活動したいという若い人材の掘り起こしを図る。 

・コロナ渦におけるオンラインを活用した最新のコミュニケーションについては、中高年世

代ではなかなか主催することが難しいため、「地域おこし協力隊」を通じてそうした活動に

詳しい団体に牽引役をお願いすることも考えられる（下記は一例）。 

 

 

 

 

 

 

 

地域おこし協力隊募集イベントの様子 

白河市に拠点を置く「一般社団法人未来の準備室」の活動例（理事長は矢祭町出身） 

※写真は公表メディアから抜粋 

交流カフェ ゲストハウス 

食品開発 オンラインミーティング 
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●幅広い意見・アイデアの収集と活用                          

・空き店舗の活用においては、アンケート

やヒヤリングにより、町内外の消費者か

ら望ましい業種について意見を収集し、

その意見にもとづき事業主の募集を行う

など、事業に失敗しない方法を考える。 

・ＷＥＢアンケートなどのインターネット

活用により、低予算かつ幅広い意見の収

集を行うとともに、自由意見も求め、町

外の人が東館駅周辺をどのように見てい

るのかといった情報収集を行い、まちづ

くりに活かすことも考える。 

・第６次矢祭町総合計画の策定にあたり実施した町民アンケート結果の活用も考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●支援制度の積極的な活用                               

・行政の支援制度を積極的に活用し、経済面での可能性を追及していく。 

ＷＥＢアンケートの事例 

（町民アンケート結果抜粋） 
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（資料１）想定概算事業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■駅舎建替事業（Ｂ案） （万円）
項目 数量 単位 単価 金額 備考

仮設駅舎設置 1 式 1,000 プレハブ、発券機器等既存利用
既存駅舎解体 100 ｍ2 1.1 110 面積は想定、解体工事相場
駅舎新築 180 ｍ2 60 10,800
合併処理浄化槽設置 1 式 400 給排水工事込
工事費計 12,310
調査設計費 1 式 2,462 工事費の20％見込む（小規模の為）

合計 14,772
注）用地はＪＲからの借地を前提とする。

■駅前広場整備事業 （万円）
項目 数量 単位 単価 金額 備考

路盤撤去 1,040 ｍ2 0.35 364.0
整地工事 1,040 ｍ2 0.07 72.8 国税庁資料
車道舗装工事 520 ｍ2 0.5 260.0
歩道舗装工事（透水性平板） 520 ｍ2 0.9 468.0
排水側溝工事 80 ｍ 0.6 48.0
照明工事 3 基 100.0 300.0 基数は想定
交通島植栽工事 50 ｍ2 1.0 50.0
駅周辺案内板 1 基 80.0 80.0
サークルベンチ等 1 基 50.0 50.0
土木直接工事費計 1,513
土木工事諸経費 1,059 諸経費率70％（想定）
調査設計費（現況測量含む） 1 式 1,286 直接工事費＋諸経費の50％見込む

合計 3,858
注）用地の一部はＪＲからの借地を前提とする。

■町道118号線拡幅事業 （万円）
項目 数量 単位 単価 金額 備考

ＪＲ用地法面掘削工事 20 ｍ3 0.4 7.0
整地工事 20 ｍ2 0.07 1.4 国税庁資料
舗装工事 20 ｍ2 0.5 10.0
排水側溝工事 25 ｍ 0.6 15.0
擁壁工事 10 ｍ2 7.0 70.0 国税庁資料
土木直接工事費計 103.4
土木工事諸経費 72.4 諸経費率70％（想定）
調査設計費 1 式 35.2 直接工事費+諸経費の20％見込む
用地費（ＪＲ所有地取得） 20 ｍ2 2.0 40.0 地価公示価格

合計 250.9

■中央公民館建替事業 （万円）
項目 数量 単位 単価 金額 備考

整地工事 3,000 ｍ2 0.07 210 国税庁資料
中央公民館新築 1,050 ｍ2 30.0 31,500 ＲＣ造２階建て
舗装工事 2,000 ｍ2 0.85 1,700 歩道、駐車場（諸経費込）
合併処理浄化槽設置 1 式 400 駐車場内、給排水工事込
既存公民館解体工事 357 ｍ2 1.5 536 解体工事相場
図書館入口改修 1 式 200 想定
公民館跡地駐車場工事 300 ｍ2 0.85 255 諸経費込
工事費計 34,801
調査設計費（測量、地盤調査込） 1 式 3,480 工事費の10％見込む

合計 38,281
注）建設用地追加取得費及び歩行経路整備事業費は別途

総事業費 57,161 万円（税別）
約 5 .7 億

注）本概算は基本計画水準の精度であり、今後の詳細検討により価格は変動する。
注）特記なき単価、金額は市場価格及びコンサルタント設計実績等による。
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（資料２）整備スケジュール（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　年度

　項目

Ｒ２
(2020)
(H32)

Ｒ３
(2021)
(H33)

Ｒ４
(2022)
(H34)

Ｒ５
(2023)
(H35)

Ｒ６
(2024)
(H36)

Ｒ７
(2025)
(H37)

東館駅舎建替 整備計画
ＪＲ協議
基本設計
実施設計

工事 使用開始

駅前広場整備
町道118号線拡幅

整備計画
ＪＲ協議
実施設計

関係機関協議
⇒ 工事 供用開始

中央公民館建替
歩行経路整備

整備計画 ⇒
建設委員会
基本計画
用地取得

基本設計
実施設計

工事

工事
使用開始

旧建物解体
図書館改修

注）町が事業主体となる項目のみ

■東館駅周辺整備スケジュール（目標案）
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（資料３）東館駅周辺まちづくり協議会 委員名簿 
※令和２年度（第５回～第８回まちづくり協議会委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東館駅周辺まちづくり協議会開催経緯】 

協議会 開催日 主な協議内容 

第５回 令和２年９月 30 日 ・東館駅周辺整備計画の検討方針について 

第６回 令和２年 11月 20日 ・東館駅周辺整備計画案について 

第７回 令和３年１月 18 日 ・東館駅周辺整備計画案のまとめ 

・駅周辺商業活性化方策について 

第８回 令和３年３月 16 日 ・駅周辺商業活性化方策のまとめ 

・整備計画書のとりまとめ 

 

№ 氏　　名 役　　　職 備　　　考

1 鈴 木 通 弘 舘本区代表 地元関係者

2 伊 藤 孝 一 桃ノ木区代表 　　〃

3 金 澤 淳 一 石田区代表 　　〃

4 鈴 木 創 一 矢祭観光タクシー代表取締役社長 交通関連団体

5 小 林 煇 武 公民館運営審議会長 教育関連団体

6 本 多 春 子 スポーツ推進委員会委員長 　　〃

7 深 谷 良 太 郎 体育協会長 　　〃

8 丸 山 美 佳 子 元ＰＴＡ連合協議会長 　　〃

9 藤 田 清 商工会長 産業関連団体

10 増 子 幸 三 郎 商工会副会長 　　〃

11 髙 信 博 匡 ＪＡ東西しらかわ矢祭支店 　　〃

12 佐 川 泉 久慈川第一漁業協同組合長 　　〃

13 齊 藤 登 社会福祉協議会事務局長 福祉関連団体

14 佐 藤 芳 則 景観まちづくり会事務局長 その他

15 郡 司 玄 公募 　　〃

16 石 井 章 騎 公募 　　〃

17 青 樹 雅 実 前まちの駅駅長 　　〃
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（資料４）関連資料 

■中型路線バス諸元 

＜三菱ふそう中型バス（全長９ｍ、全幅 2.3ｍ、最小回転半径 6.7ｍ）＞ 

注）路線バスの外観からメーカーと車種を想定したものである。 
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■東館駅周辺現況道路網 
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■東館駅周辺道路交通量（平成 27年道路交通センサス 24時間交通量） 
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■東館駅（及び町内各駅）の 1日乗車人員の推移／ＪＲ公表資料 
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■空き店舗活用事例 

１ おかず市場（長野県佐久市岩村田本町） 

概 要 地元の主婦を中心とし、地場資源を活用した手作りによるお惣菜屋を開店した。 
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２ 地域のコミュニティスペース（長野県佐久市岩村田本町） 

概 要 地域のコミュニティスペースとして活用、サークルや団体など年間 6,000 人が

利用している。 
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３ チャレンジャーショップ（長野県佐久市岩村田本町） 

概 要 「手仕事村」と題し、１店舗の中を６区画（2.5 坪／区画）に区分して起業家

を募集したところ、40人以上の応募があった。１区画の家賃は 1.5 万円／月。 
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４ 寺子屋塾（長野県佐久市岩村田本町） 

概 要 「寺子屋塾」と題し、元教師の高齢者をはじめ、地域ぐるみで子供たちの勉強

を支援するための場を提供した。 
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５ 高校生あきんど甲子園（長野県佐久市岩村田本町） 

概 要 高校生の就業体験、実務経験の場を目的としたチャレンジショップ。高校生が

自ら商品の企画、製造、販売など、店舗の運営を行っている。 
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６ 子育てサロン（長野県佐久市岩村田本町） 

概 要 子育てに悩む世代のための支援施設。ベテラン保育士や専門家が子育て相談に

乗ってくれる。買い物ついでに気軽に立ち寄れる井戸端会議の場でもある。 
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７ チャレンジショップ“56un”（大阪府枚方市） 

概 要 東海道 57 次 56 番目の宿場町「枚方宿」で、再び枚方宿の賑わいを取り戻すた

めのチャレンジショップを展開した。店舗は１日単位で貸し出している。 
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８ みんなの広場「四国中央ドットコム」（愛媛県四国中央市） 

概 要 １階のコミュニティスペースでは、高齢者向けのパソコンクラブや手芸サーク

ル等の活動に利用され、２階の託児室には保育士３名が常駐し、読み聞かせ、 

ベビーマッサージ等の各種イベント、育児相談や低料金での一時預かりサービ

スを実施。市内外から毎月 1,000人以上の利用がある。 
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９ まちなか縁側プロジェクト（北海道芽室町） 

概 要 旧衣料品店と携帯電話ショップだった空き店舗を「リビング café ENGAWA」 「マ

ルチスペース縁側ひろば」として、オープンさせた。20名ほど座れるテーブル

やソファを備え、各種団体のイベントスペースとして利用されている。 
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10 福島応援館（東京都立川市） 

概 要 商店街振興組合が被災地支援の一環として福島のアンテナショップをオープン

した。「福の鳥プロジェクト」が出店企業や品揃えの協力をすることで、共に福

島の正しい情報発信と県産品の販路拡大に努めることとなった。 
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■商店会を中心とした来街者を増やすための方策事例 

１ 旭川平和通三和商店街振興組合 

商店会名 旭川平和通三和商店街振興組合 加盟店数 23店 

所在地 北海道旭川市（旭川駅前の緑橋通） 

課題事項 北海道第２の都市として発展を遂げてきた旭川市において、大型商業施設の相次ぐ

出店、近隣の文化ゾーンも人気であったが、近年は車社会の進展や消費者ニーズの

多様化等により中心商業地としての求心力が低下しつつあり、老舗の大型店の閉店

なども相まって、空洞化が大きな課題となっている。 

取組内容 これまで取り組んできた各種イベント事業を再構築した。 

①一週間にわたり夜の商店街をＰＲし、約 2,000人を集客。 

②市内の６つのアマチュアバンドが生演奏を提供し、約 2,000人を集客。 

③鉄製彫刻へのイルミネーション装飾を施し、約 300 人/日を集客。街区内のシンボ

ルタワーとして好評を得た。 

④市内農家と連携し早朝収穫した農産物を朝市で販売しＰＲに成功。すべてのイベ

ントにおいて、かつてない盛り上がりをみせた。 

効  果 歩行者通行量は 200人/日→250人/日と上回り、空き店舗数は６店→４店と、３分の

１減の目標を達成した。 
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２ 大田原商店連盟 

商店会名 大田原商店連盟 加盟店数 47店 

所在地 栃木県大田原市（東北本線西那須野駅から３km離れた中心市街地） 

課題事項 大田原藩の城下町であり旧奥州街道の宿場町として栄えた大田原市は、戦後宇都宮

以北の政治・経済の中心地として発展してきた。その中心として６商店会が連続し

て存在する商店連盟は、戦後のモータリゼーションによる環境変化により、消費者

が環状線の大型店でストップし、中心にある６商店会方面への客足が激減した。 

取組内容 ①「賑わいフェスタ」と称し、レシートまつりを開催。何度でも参加できるガラポ

ン抽選を設け、販売力向上に成功。 

②「サウンドクロス in大田原」として商店街に３ヵ所のステージを配し、軽音楽の

生演奏を実施。心地よい空間が集客力向上に繋がった。 

③ＨＰにて定期的に情報を発信することにより、タイムリーな情報が提供され顧客

の定着とリピーター力に繋がった。 

④一店逸品お店回りツアー（街歩きをしながら街の歴史を聞いたり、店主のこだわ

りの逸品を見たり、味わったりして、街中の魅力を再発見する。食事＆ガイド付

き／参加費 1,500円）を毎年実施している。 

効  果 歩行者通行量は平日：642 人/日→920 人/日、休日：727 人/日→993 人/日と、確実

に増えた。 
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３ アサヒ商店街振興組合 

商店会名 アサヒ商店街振興組合 加盟店数 約 100 店 

所在地 東京都台東区（東京メトロ日比谷線南千住駅南口から約 600ｍ） 

課題事項 東京都台東区の北東に位置し、周辺には平賀源内の墓や、新田義貞が戦勝祈願をし

たことに由来する玉姫神社など数多くの史跡を有する、下町の雰囲気を今に伝える

街である。近年は、東京スカイツリーの開業とともに周辺の商業環境も変化しつつ

あることから、商店街としても新たな誘客のための環境素材等の創出が必要となっ

ている。 

取組内容 台東区の地場産業であり、日本固有の生産量を誇る靴に着目。毎年玉姫神社の境内

で開催される靴の大バザールに合わせ、802 人が一斉に靴磨きに挑むイベント「靴み

がき世界一への挑戦（多人数が一斉に５分間靴みがきをする人数を競うもの）」を開

催した。 

当日は、お揃いのＴシャツを着た参加者 802 名が、商店街の通り約 300mにわたって

ずらりと並び、大太鼓の合図で一斉にスタート。参加者が履いてきた自分の靴をみ

がいた。結果は 800 名が成功し、ギネスの公式認定者から認定証が理事長に授与さ

れた。因みにこれまでの記録は、アラブ首長国連邦の 451名とのこと。 

効  果 イベント当日は 1,200人を超える見物客も集まり、盛大な催しとなった。 

新聞記事により商店街が一躍有名になり、人々の注目を集め、来街者の増加にも結

び付きつつあり、関係者は大きな手応えを感じている。 

本イベントには市民靴メーカーをはじめ、町会、信金、学校や浅草商店連合会も協

力。挑戦者 800 名の７割近くを市民住民が占め、幼稚園児や小学生もバンド演奏で

挑戦者らを応援。さらに翌 23～24日には、商店街も協賛しての靴の大バザール「靴

のめぐみ祭り市」も開催するなど、「今後も市民靴メーカーや住民と商店街が結束し

て、”靴みがき世界一の街”として盛り上げたい」考え。 
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４ 高山市商店街振興組合連合会 

商店会名 高山市商店街振興組合連合会 加盟店数 ９組合（400名） 

所在地 岐阜県高山市（中心市街地） 

課題事項 岐阜県高山市の市街地の中心部である鍛冶橋交差点から、東西南北に広がる７つの

商店街振興組合と近隣の２つの商店街振興組合で構成。 

現在、市街地の空洞化、商店主の高齢化等に伴う後継者問題や、店舗の終業時間が

早まり来街する動機づけも弱くなっており、にぎわいのあるまちづくりへの取組が

急務となっている。 

取組内容 岐阜県内では初めての取組である「まちゼミ」を１ヵ月間で 46 講座開催。講師は商

店街の店主等が担当し、それぞれの業種の専門分野に因んだ内容の講義を行ない、

参加者との交流を深め、各商店のファンを増やしていくことを狙った。「意外と知ら

ない薬の飲み方、飲み合わせ」「フルーツカッティング」「飲み比べ『急須で違う』

うまいお茶」等多彩な内容で 276名の受講があった。 

効  果 46 講座を開催、定員を上回る応募（参加者は定員の関係で 276 名）があった。その

ため定員に漏れた応募者を対象に、独自でゼミを開いた店もあるほど好評を博した。 

歩行者通行量は 6,270人/日→6,411人/日と増加した。 
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５ 桑栄メイト共同組合 

商店会名 桑栄メイト共同組合 加盟店数 69店 

所在地 三重県桑名市（ＪＲ近鉄桑名駅前） 

課題事項 三重県桑名市の近隣型商店街で、ＪＲ及び近鉄の桑名駅から徒歩数分の位置にある。

従来は、典型的な駅前商店街として賑わっていたが、モータリゼーションの進展、

高速バスの普及等により駅前を含む中心商店街の空洞化が進んでいる。併せて店舗

等の老朽化や経営者の高齢化による後継者問題が大きな課題となっている。 

取組内容 毎年 10 月に「くわなエキトピアまつり」を開催するほか、「くわな野音祭」や「よ

さこい舞踏祭」を実施してきたが、ややマンネリに陥っていた。そこで今回は「ご

当地キャラクター大集合」や市民名産品の「ものづくり体験教室」など、子供から

大人まで楽しめる盛りだくさんのイベントを企画。特に、三重県鈴鹿市、愛知県岡

崎市をはじめとする 15地方自治体との連携により、ご当地の“はまぐり娘”をはじ

めとした“ゆるキャラ”が集合した「ご当地キャラクター大集合」は会場全体を盛

り上げた。 

効  果 雨天の中、２日間で例年より多めの約１万５千人の来場者があった。 
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６ 福井駅前商店街振興組合 

商店会名 福井駅前商店街振興組合 加盟店数 65店 

所在地 福井県福井市（ＪＲ北陸本線福井駅前） 

課題事項 北陸の県庁所在地の駅前商店街。地域というより県の顔ともいえる商店街で、衣料

品やその他小売り、飲食店等約 100件が軒を並べる広域型商店街。 

駅前再開発などの集中的な工事によって、ハード整備が一気に進んだものの、郊外

へのショッピングセンター進出などの影響もあり、商店街への客足は遠のくことと

なった。 

取組内容 来街者数の減少傾向を挽回すべく「えきまえ特招会」と銘打って、イタリア料理の

販売・料理教室、イタリアミュージックや路上パフォーマンス等を取り入れた「イ

タリア市」、フルーツをテーマに芸術体験教室を取り入れ、生鮮野菜の販売も行った

「フルーツマーケット」、周辺のパン屋さんの協力を得て、限定品販売も組み入れて

実施した「パンまつり」等のイベントを開催。 

効  果 歩行者通行量は 5.9％増の 7,525人に、空き店舗も９軒から８軒に減少した。 
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７ 隅田中央商店街振興組合 

商店会名 隅田中央商店街振興組合 加盟店数 約 40店 

所在地 和歌山県橋本市隅田町 

課題事項 和歌山県の高野山の麓に位置する店舗数約 40の地域型商店街。近年は、車に乗れな

い高齢の顧客が近県大都市に移り住むなど顧客の流出が増え、商店街を取り巻く状

況は一段と厳しさを増している。 

取組内容 医師や管理栄養士等を招いての「いきいき健康長寿セミナー」を定期的に開催する

ほか、近隣の歴史や観光資源を活用した「いきいき健康長寿ウオーク」等を開催。

地域の人々の健康づくりと商店街活性化の両面作戦を展開している。 

効  果 歩行者通行量は 25％ほど増えて 100名を超えたほか、空き店舗数も３軒から２軒に

減少した。 
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８ 大洗町商店街 

商店会名 大洗町商店街 加盟店数 約 175 店 

所在地 茨城県大洗町 

課題事項 大洗町商店街は､大洗町の全商店街(宮下･東町･曲がり松･新町･通り町･永町･新道･

髭釜･大貫商店街)の総称である｡大洗町の中心部に位置する全長約４km に及ぶ商店

街であるが､郊外の大型店舗への買物客の流出や、高速道路の充実により日帰り圏が

拡大したことによる宿泊客の減少を如何に食い止めるかも課題となっている。観光

地という特異性を有しているため、宿泊施設への商品販売も売り上げの大きなウエ

イトを占めている。 

取組内容 大洗町を舞台にした人気アニメ「ガールズ＆パンツァー」（ガルパン）を一つの起爆

剤としてまちの魅力づくりに参画している。具体的には、ガルパン登場人物の等身

大パネル全 56 体）を設置した「ガルパン街なかかくれんぼ」やクイズラリー、スタ

ンプラリー等を実施し、全国のアニメファンの誘客に努めている。 

また、曲がり松商店街で実施してきた 100 円商店街について、隣接する永町・髭釜

商店街も新たに加え、商店街が一体となった取組への相乗効果を創出し、さらには、

カジキマグロを使った新たな町の特産品（料理）開発も行っている。 

効  果 商店主たちもファンと一緒になってガルパンを楽しみ、積極的に交流を図ってきた

結果、多くのファンが商店街のファンとなり、ファンがイベントを手伝ったり、企

画から関わったりするなどの波及効果も出ており、移住するファンもいる程である。

また、アニメファン以外にも商店街をもっと知ってもらおうと商店主自らのパネル

を各店舗前に飾り、本日のおすすめや自店のＰＲなどを書き込み、来店客とのコミ

ュニケーションツールとして役立てている。事前に商店主の顔を知ることにより、

来店時の会話のきっかけを促す試みである。 

各商店街、茨城県、大洗町、大洗町商工会、大洗観光協会、鹿島臨海鉄道、茨城交

通、ボランティア等、様々な団体が連携し取り組んでいる。また、商店街活性化施

策の企画については、各商店街の若手が中心となり、そこに町や商工会の職員も一

緒になって取り組んでいる。 
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９ 横川商店街振興組合 

商店会名 横川商店街振興組合 加盟店数 68店 

所在地 広島県広島市西区横川町 

課題事項 商店街利用者の減少や、経営者・地域住民の高齢化から将来の街のあり方に不安と

課題を抱える中、市民住民等にニーズ調査を実施したところ、文化・スポーツ等の

発表や地域住民の交流促進、地域活動を行う場を望む声が多く寄せられた。このこ

とから、地域住民が日常的に出会い交流できる場の提供と、商店街の特色を活かし

た賑わい創出により、幅広い世代を巻き込んだコミュニティの形成・再構築を図り、

地域の利便性・魅力と集客力向上につなげることが重要と位置付けた。 

取組内容 地域商店街活性化法に基づく活性化計画を策定。これに基づき地域のシンボルであ

る映画館「横川シネマ」を映像配信の他、様々なサークル活動・スポーツイベント

等での多目的利用、地域住民の休憩・交流の場として整備した。また、商店街ビル

の一室及び空き店舗をギャラリーやアート教室等のレンタルスペースとして活用し

ており、現在３名の若者が創作活動の拠点として活動している。また広島県女子サ

ッカー協会からの呼掛けで、トップリーグ入りを目指す女子サッカーチーム「アン

ジュヴィオレ広島」をＮＰＯが主体となり起ち上げ、組合員が選手の雇用や活動支

援を行っている。 

効  果 映画館やギャラリー等の施設は、地域の利便性・魅力向上に加えて、スポーツ・ア

ートをキーワードとした商店街を特徴づける分野でのイメージ強化と、商店街のフ

ァン獲得につながっている。 

効果測定については、通行量調査や売上高把握に加え、施設内に利用者アンケート

を常設することで日常的にニーズ把握を行い、日々の運営改善に活かしていくこと

としている。また、ＮＰＯ法人広島横川スポーツカルチャー・クラブ、横川創荘及

び地域の関係団体と連携し、企画・運営に参加・協力を得て事業を進めており、地

域住民のニーズ把握と、日々運営の改善を図っている。 
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10 高松南部商店街新世代協議会（ＮＡＳＡＰ） 

商店会名 高松南部商店街新世代協議会（ＮＡＳＡＰ） 会員数 30名 

所在地 香川県高松市南新町 

課題事項 高松南部商店街新世代協議会（ New Age ofSouthern Area Party）は、南部３町商

店街の店舗の後継者であるコアメンバー十数名と、まちづくりに関心がある若者、

商店街を愛する若者が参加した平成 24 年に設立された組織である。高松市の顔とな

っている高松中央商店街は、都会的な北部エリアと、下町らしさが残る南部エリア

から構成されている。南部３町商店街は、県内唯一の私鉄ターミナル駅が隣接して

いることもあり、通勤、通学目的の来街が多いことや学生・お年寄りなど、車に乗

らない世代の来街が多いことが特徴であるが、子育て世代を郊外型大型店に奪われ

ており、対応が課題となっている。 

取組内容 ＮＡＳＡＰでは“親子で楽しめる商店街”をテーマとして「商店街親子ＤＡＹ」を

スタート、平成 25 年には、第１回商店街親子ＤＡＹとして、不要になったおもちゃ

を持ち込んだり職業体験をしたりしてポイントを貯め、好きなおもちゃと交換でき

るイベント「かえっこ商店街 2013」を実施した。 

効  果 普段は少ない親子連れが多数来街し、２日間で１万５千人を集めるなど大盛況であ

った。翌年の「かえっこ商店街 2014」も大盛況となり、南部３町の恒例行事として

定着しつつあるとともに、新たな顧客獲得に貢献している。 

ＮＡＳＡＰでは「かえっこ商店街」を一過性イベントで終わらせないため、参加者

のみならず商店街の店舗にもアンケート調査を行い、改善に努めている。また、参

加者を中心にパパママネットワークを構築し、パパママ同士の交流会や、商店街と

の意見交換会を開催しており、「親子で楽しめる商店街」づくりを進めている。 

平成 26 年には、（株）全国商店街支援センターの支援により、ＮＡＳＡＰと市民鉄

道会社や市の若手職員を中心とした「未来会」が発足し、商店街のビジョンづくり

のワークショップ、発表会を行うなど、新たな活動もスタートしている。 
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